
(57)【要約】

【課題】　インサート成形によってコンタクト４（６）

が絶縁ハウジング２に固定されたカードコネクタ１にお

いて、コンタクト４（６）と絶縁ハウジング２の固定強

度を強くしてカードコネクタ１の薄型化を図ること。

【解決手段】　コンタクト４（６）の固定部４１（６１

）が、第１固定部４６（６６）と第２固定部４７（６７

）を具備し、全体としてバネ部４２（６２）より幅広に

形成され、第２固定部４７（６７）が第１固定部４６（

６６）の両側に９０度未満の傾斜角度で連設されて絶縁

ハウジング２内に埋設された構成とすることにより、絶

縁ハウジング２のコンタクト４（６）を固定するハウジ

ング樹脂量を多くして、コンタクト４（６）と絶縁ハウ

ジング２の固定強度を強くする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ （ ２ ） と 、 こ の 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ （ ２ ） に 固 定 さ れ た 複 数 の コ ン タ ク ト （
４ 、 ６ ） と を 具 備 し 、 コ ン タ ク ト （ ４ 、 ６ ） が 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ （ ２ ） に 固 定 さ れ た 固 定
部 （ ４ １ 、 ６ １ ） と 、 こ の 固 定 部 （ ４ １ 、 ６ １ ） の 一 端 側 か ら 接 続 対 象 （ １ ０ ０ ） の 挿 抜
方 向 へ 片 持 梁 状 に 連 設 さ れ 、 接 触 部 （ ４ ５ 、 ６ ５ ） を 接 続 対 象 （ １ ０ ０ ） と 接 続 さ せ る バ
ネ 部 （ ４ ２ 、 ６ ２ ） と を 具 備 し 、 イ ン サ ー ト 成 形 で コ ン タ ク ト （ ４ 、 ６ ） が 絶 縁 ハ ウ ジ ン
グ （ ２ ） に 固 定 さ れ た コ ネ ク タ で あ っ て 、 コ ン タ ク ト （ ４ 、 ６ ） の 固 定 部 （ ４ １ 、 ６ １ ）
は 、 板 面 が 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ （ ２ ） の 接 続 対 象 （ １ ０ ０ ） 側 表 面 と 略 平 行 に 形 成 さ れ た 第 １
固 定 部 （ ４ ６ 、 ６ ６ ） と 、 こ の 第 １ 固 定 部 （ ４ ６ 、 ６ ６ ） の 両 側 に 折 り 曲 げ で 連 設 さ れ て
絶 縁 ハ ウ ジ ン グ （ ２ ） 内 に 埋 設 さ れ た 第 ２ 固 定 部 （ ４ ７ ， ４ ７ 、 ６ ７ ， ６ ７ ） と を 具 備 し
、 全 体 と し て バ ネ 部 （ ４ ２ 、 ６ ２ ） よ り 幅 広 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る コ ネ ク タ
。
【 請 求 項 ２ 】
　 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ （ ２ ） は 、 接 続 対 象 （ １ ０ ０ ） 側 の 内 面 と そ の 反 対 側 の 外 面 と が 略 平 行
に 形 成 さ れ た ベ ー ス 部 （ ２ １ ） を 具 備 し 、 第 １ 固 定 部 （ ４ ６ 、 ６ ６ ） は 、 一 側 の 板 面 が ベ
ー ス 部 （ ２ １ ） の 外 面 側 に 露 出 す る よ う に ベ ー ス 部 （ ２ １ ） に 埋 設 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 ２ 固 定 部 （ ４ ７ ， ４ ７ 、 ６ ７ ， ６ ７ ） は 、 板 面 が 第 １ 固 定 部 （ ４ ６ 、 ６ ６ ） と 略 平 行
な 平 行 部 （ ４ ８ ， ４ ８ 、 ６ ８ ， ６ ８ ） と 、 こ の 平 行 部 （ ４ ８ ， ４ ８ 、 ６ ８ ， ６ ８ ） と 第 １
固 定 部 （ ４ ６ 、 ６ ６ ） の 間 を ９ ０ 度 未 満 の 傾 斜 角 度 で 連 結 す る 連 結 部 （ ４ ９ ， ４ ９ 、 ６ ９
， ６ ９ ） と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 ２ 記 載 の コ ネ ク タ 。 　
【 請 求 項 ４ 】
　 コ ネ ク タ は 、 接 続 対 象 を Ｉ Ｃ カ ー ド と し た カ ー ド コ ネ ク タ （ １ ） で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の コ ネ ク タ 。
　 　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ と 、 こ の 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ に 固 定 さ れ た 複 数 の コ ン タ ク ト と を
具 備 し 、 少 な く と も コ ン タ ク ト の 固 定 部 が 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ と と も に イ ン サ ー ト 成 形 で 形 成
さ れ た コ ネ ク タ に 関 す る も の で あ る 。
　 特 に 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ の 樹 脂 肉 厚 を 薄 く し て 小 型 化 （ 例 え ば 薄 型 化 ） を 図 る の に 好 適 な
コ ネ ク タ （ 例 え ば カ ー ド コ ネ ク タ ） に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 コ ン タ ク ト の 固 定 部 が 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ と と も に イ ン サ ー ト 成 形 で 形 成 さ れ 、 絶 縁 ハ ウ ジ
ン グ の 樹 脂 肉 厚 を 薄 く し て 薄 型 化 を 図 る よ う に し た カ ー ド コ ネ ク タ に は 、 例 え ば 、 図 １ １
～ 図 １ ３ に 示 す よ う な も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ １ ～ 図 １ ３ に 示 す カ ー ド コ ネ ク タ は 、 合 成 樹 脂 製 の 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ と 、 こ の
絶 縁 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ と と も に イ ン サ ー ト 成 形 さ れ 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ に 固 定 さ れ た
複 数 の コ ン タ ク ト １ ２ ０ と を 具 備 し て い る 。
　 コ ン タ ク ト １ ２ ０ は 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ に 固 定 さ れ る 固 定 部 １ ２ １ と 、 こ の 固 定 部
１ ２ １ の 一 端 側 か ら 片 侍 梁 状 に 連 設 さ れ た バ ネ 部 １ ２ ２ と 、 固 定 部 １ ２ １ の 他 端 側 に 連 設
さ れ た 接 続 部 １ ２ ３ と を 具 備 し 、 バ ネ 部 １ ２ ２ に 形 成 さ れ た 接 触 部 １ ２ ５ が Ｉ Ｃ カ ー ド の
対 応 す る 接 触 部 （ 電 極 部 ） と 弾 性 接 触 し 、 接 続 部 １ ２ ３ が プ リ ン ト 配 線 基 板 １ ０ の 回 路 パ
タ ー ン の 接 続 パ ッ ド に 半 田 接 続 さ れ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ９ ２ ９ ２ ８
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 図 １ １ ～ 図 １ ３ に 示 し た 従 来 例 で は 、 コ ン タ ク ト １ ２ ０ の 固 定 部 １ ２ １
の 両 側 に ハ ウ ジ ン グ 樹 脂 が 形 成 さ れ て い る た め 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ の 厚 さ ｔ １ を 薄 く
す る こ と が 難 し い と い う 問 題 点 が あ っ た 。 例 え ば 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ の 厚 さ ｔ １ を ０ ．
４ ｍ ｍ ま で 薄 く し よ う と す る と 、 こ れ に 対 応 し て 固 定 部 １ ２ １ の 両 側 部 分 の ハ ウ ジ ン グ 樹
脂 肉 厚 が 薄 く （ 例 え ば ０ ． １ ｍ ｍ 前 後 ） な り 、 こ れ ら の 部 分 へ 樹 脂 が 流 れ 難 く な る た め 、
コ ン タ ク ト １ ２ ０ を 固 定 す る 樹 脂 部 分 が 少 な く な る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ の 厚 さ を 薄 く す る （ 例 え ば ０ ． ４ ｍ ｍ ） た め に 、 イ ン サ ー ト 成 形 に よ っ
て 図 １ ４ に 示 す よ う な 構 成 と す る こ と も 考 え ら れ る が 、 Ｉ Ｃ カ ー ド の 挿 入 で コ ン タ ク ト の
バ ネ 部 が 撓 ん だ 時 や コ ン タ ク ト に そ の 他 の 機 械 的 負 荷 を か け た 時 に 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ と コ ン
タ ク ト の 固 定 部 に 負 荷 が 集 中 し 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ に よ る コ ン タ ク ト の 固 定 強 度 が 弱 く な る
と い う 問 題 点 が あ っ た 。
　 す な わ ち 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ １ ４ ０ の 底 板 部 （ ベ ー ス 部 ） １ ４ １ に
コ ン タ ク ト １ ５ ０ の 固 定 部 １ ５ １ が 固 定 さ れ 、 こ の 固 定 部 １ ５ １ は 、 そ の 板 面 が 底 板 部 １
４ １ の 板 面 と 平 行 と な る よ う に 形 成 さ れ る と と も に バ ネ 部 １ ５ ２ よ り 幅 広 に 形 成 さ れ て い
る 。 そ し て 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ １ ４ ０ の 厚 さ ｔ ２ を 薄 く す る （ 例 え ば ｔ ２ ＝ ０ ． ４ ｍ ｍ ） た
め に 、 固 定 部 １ ５ １ の 一 方 の 板 面 を ベ ー ス 部 １ ４ １ の 外 面 側 （ 図 １ ４ で は 下 側 ） に 露 出 さ
せ 、 固 定 部 １ ５ １ の 一 側 （ 図 １ ４ で は 上 側 ） だ け に ハ ウ ジ ン グ 樹 脂 を 形 成 し て い た の で 、
絶 縁 ハ ウ ジ ン グ １ ４ ０ に よ る コ ン タ ク ト １ ５ ０ の 固 定 強 度 が 弱 く な る と い う 問 題 点 が あ っ
た 。 例 え ば 、 Ｉ Ｃ カ ー ド を 受 入 凹 部 １ ６ ０ へ 挿 入 し て コ ン タ ク ト １ ５ ０ の バ ネ 部 １ ５ ２ が
外 力 Ｆ を 受 け た と き に 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ １ ４ ０ に よ る 固 定 部 １ ５ １ の 固 定 が 不 安 定 に な る
お そ れ が あ っ た 。
　 図 １ ４ に お い て 、 ８ は シ ー ル ド カ バ ー ， １ ５ ３ は コ ン タ ク ト １ ５ ０ の 接 続 部 で 、 こ の 接
続 部 １ ５ ３ は プ リ ン ト 配 線 基 板 １ ０ の 回 路 パ タ ー ン の 所 定 の 接 続 パ ッ ド に 半 田 で 接 続 さ れ
る 。
　 １ １ ， １ ２ 固 定 溝 で 、 こ れ ら は 、 イ ン サ ー ト 成 形 時 に 注 入 す る 樹 脂 の 射 出 圧 力 に よ っ て
コ ン タ ク ト １ ５ ０ が 移 動 す る の を 阻 止 す る た め に 金 型 に 設 け ら れ た 端 子 押 え ピ ン の 抜 穴 に
よ っ て 形 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 述 の 問 題 点 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ と コ ン タ ク ト の 固 定 強 度
を 強 く し て 小 型 化 （ 例 え ば 薄 型 化 ） を 図 る こ と の で き る コ ネ ク タ を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る も の で あ る 。 　 　
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ と 、 こ の 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ に 固 定 さ れ た 複 数 の コ
ン タ ク ト と を 具 備 し 、 こ の コ ン タ ク ト が 前 記 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ に 固 定 さ れ た 固 定 部 と 、 こ の
固 定 部 の 一 端 側 か ら 接 続 対 象 の 挿 抜 方 向 へ 片 持 梁 状 に 連 設 さ れ 、 接 触 部 を 前 記 接 続 対 象 と
接 続 さ せ る バ ネ 部 と を 具 備 し 、 イ ン サ ー ト 成 形 で 前 記 コ ン タ ク ト が 前 記 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ に
固 定 さ れ た コ ネ ク タ で あ っ て 、 前 記 コ ン タ ク ト の 固 定 部 は 、 板 面 が 前 記 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ の
前 記 接 続 対 象 側 表 面 と 略 平 行 に 形 成 さ れ た 第 １ 固 定 部 と 、 こ の 第 １ 固 定 部 の 両 側 に 折 り 曲
げ で 連 設 さ れ て 前 記 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ 内 に 埋 設 さ れ た 第 ２ 固 定 部 と を 具 備 し 、 全 体 と し て 前
記 バ ネ 部 よ り 幅 広 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お い て 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ は 、 接 続 対 象 側
の 内 面 と そ の 反 対 側 の 外 面 と が 略 平 行 に 形 成 さ れ た ベ ー ス 部 を を 具 備 し 、 第 １ 固 定 部 は 、
一 側 の 板 面 が 前 記 ベ ー ス 部 の 外 面 側 に 露 出 す る よ う に 前 記 ベ ー ス 部 に 埋 設 さ れ て い る こ と
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を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 発 明 に お い て 、 第 ２ 固 定 部 は 、 板 面 が 第
１ 固 定 部 と 略 平 行 な 平 行 部 と 、 こ の 平 行 部 と 前 記 第 １ 固 定 部 の 間 を ９ ０ 度 未 満 の 傾 斜 角 度
で 連 続 す る 連 結 部 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 発 明 に お い て 、 コ ネ ク タ が 、 接 続 対 象
を Ｉ Ｃ カ ー ド と し た カ ー ド コ ネ ク タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。 　  
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ と コ ン タ ク ト を 具 備 し 、 コ ン タ ク ト が 固 定 部 と
バ ネ 部 を 具 備 し 、 イ ン サ ー ト 成 形 で コ ン タ ク ト が 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ に 固 定 さ れ た コ ネ ク タ に
お い て 、 コ ン タ ク ト の 固 定 部 が 、 第 １ 固 定 部 と 第 ２ 固 定 部 と を 具 備 し 、 全 体 と し て バ ネ 部
よ り 幅 広 に 形 成 さ れ 、 第 ２ 固 定 部 が 第 １ 固 定 部 の 両 側 に 折 り 曲 げ で 連 設 さ れ て 絶 縁 ハ ウ ジ
ン グ 内 に 埋 設 さ れ た 構 成 と し た の で 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ の コ ン タ ク ト を 固 定 す る ハ ウ ジ ン グ
樹 脂 量 を 多 く し て コ ン タ ク ト と 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ の 固 定 強 度 を 強 く し 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ の 小
型 化 （ 例 え ば 薄 型 化 ） を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お い て 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ が 接 続 対 象 側 の
内 面 と そ の 反 対 側 の 外 面 と が 略 平 行 な ベ ー ス 部 を 具 備 し 、 第 １ 固 定 部 が 、 一 側 の 板 面 が ベ
ー ス 部 の 外 面 側 に 露 出 す る よ う に ベ ー ス 部 に 埋 設 さ れ て い る の で 、 ベ ー ス 部 の 樹 脂 肉 厚 を
薄 く し て コ ネ ク タ の 小 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 発 明 に お い て 、 第 ２ 固 定 部 を 平 行 部 と 連
結 部 で 形 成 し 、 連 結 部 が ９ ０ 度 未 満 の 傾 斜 角 度 を も っ て 平 行 部 と 第 １ 固 定 部 の 間 を 連 結 す
る 構 成 と し た の で 、 コ ン タ ク ト の 固 定 強 度 を 維 持 し つ つ 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ の コ ン タ ク ト を 固
定 す る 部 分 の 樹 脂 肉 厚 を 可 及 的 に 薄 く し て コ ネ ク タ の 小 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 発 明 に お い て 、 コ ネ ク タ を 、 接 続 対
象 を Ｉ Ｃ カ ー ド と し た カ ー ド コ ネ ク タ と し た の で 、 接 触 部 が Ｉ Ｃ カ ー ド と 接 続 す る コ ン タ
ク ト の 固 定 強 度 を 維 持 し つ つ 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ の コ ン タ ク ト を 固 定 す る 部 分 の 樹 脂 肉 厚 を 薄
く し て カ ー ド コ ネ ク タ の 薄 型 化 を 図 る こ と が で き る 。 　 　
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ ～ 図 ９ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 を 示 す も の で 、 こ れ ら の 図 に お い て 、 １ は 接 続 対 象 を
Ｓ Ｉ Ｍ （ Ｓ ｕ ｂ ｓ ｃ ｒ ｉ ｂ ｅ ｒ 　 Ｉ ｄ ｅ ｎ ｔ ｉ ｔ ｙ 　 Ｍ ｏ ｄ ｕ ｌ ｅ ） カ ー ド の よ う な Ｉ Ｃ
カ ー ド と し た カ ー ド コ ネ ク タ で あ る 。 　
　 カ ー ド コ ネ ク タ １ は 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ ２ と 、 こ の 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ ２ に 固 定 さ れ た ３ つ の
第 １ コ ン タ ク ト ４ ～ ４ 及 び 第 ２ コ ン タ ク ト ６ ～ ６ と 、 シ ー ル ド カ バ ー ８ と で 形 成 さ れ て い
る 。
　 第 １ コ ン タ ク ト ４ ～ ４ 及 び 第 ２ コ ン タ ク ト ６ ～ ６ は 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ ２ と と も に イ ン サ
ー ト 成 形 に よ っ て 、 図 ５ （ a） に 示 す よ う な ３ 列 ２ 行 に 配 列 さ れ て 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ ２ に 固
定 さ れ て い る 。
　 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ ２ と シ ー ル ド カ バ ー ８ の 間 に は 、 Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ ０ を 挿 抜 可 能 に 受 入 れ
る 受 入 凹 部 ９ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ ２ は Ｌ Ｃ Ｐ 樹 脂 の よ う な 絶 縁 性 合 成 樹 脂 で 一 体 に 形 成 さ れ 、 図 ５ に も 示
す よ う に 底 板 部 （ ベ ー ス 部 ） ２ １ 及 び 側 板 部 ２ ２ 、 ２ ２ を 具 備 し 、 上 面 、 前 面 及 び 背 面 が
開 口 し 、 側 板 部 ２ ２ 、 ２ ２ の 背 面 側 に は 、 前 面 側 か ら 挿 入 さ れ た Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ ０ の 先 端
部 に 当 接 し て 進 入 を 規 制 す る 規 制 部 ２ ３ 、 ２ ３ が 突 設 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 底 板 部 ２ １ は 、 薄 型 化 を 図 る た め に 板 厚 ｔ が 薄 く （ 例 え ば ｔ ＝ ０ ． ４ ｍ ｍ ） 形 成 さ れ 、
こ の 底 板 部 ２ １ に は 第 １ コ ン タ ク ト ４ ～ ４ 、 第 ２ コ ン タ ク ト ６ ～ ６ の 配 列 に 対 応 し た 貫 通
孔 ２ ５ ～ ２ ５ 、 ２ ６ ～ ２ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
　 底 板 部 ２ １ に は 、 図 １ ４ の 場 合 と 同 様 の 固 定 溝 １ １ ～ １ １ 、 １ ２ ～ １ ２ が 形 成 さ れ て い
る 。
　 す な わ ち 、 こ れ ら の 固 定 溝 １ １ ～ １ １ 、 １ ２ ～ １ ２ は 、 イ ン サ ー ト 成 形 時 に 注 入 す る 樹
脂 の 射 出 圧 力 に よ っ て 第 １ コ ン タ ク ト ４ ～ ４ 、 第 ２ コ ン タ ク ト ６ ～ ６ が 移 動 す る の を 阻 止
す る た め に 、 金 型 に 設 け ら れ た 端 子 押 え ピ ン の 抜 穴 に よ っ て 形 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ コ ン タ ク ト ４ 、 第 ２ コ ン タ ク ト ６ は 、 厚 さ ｔ （ 例 え ば ｔ ＝ ０ ． １ ５ ｍ ｍ ） の り ん 青
銅 の よ う な 導 電 性 金 属 板 の プ レ ス 加 工 等 に よ っ て 形 成 さ れ 、 イ ン サ ー ト 成 形 に よ っ て 絶 縁
ハ ウ ジ ン グ ２ の 底 板 部 ２ １ に 固 定 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 第 １ コ ン タ ク ト ４ 、 第 ２ コ ン タ
ク ト ６ は 、 イ ン サ ー ト 成 形 前 は 、 図 ６ （ a） （ ｂ ） （ ｄ ） 、 図 ７ （ a） （ ｂ ） （ ｄ ） （ e）
に 示 す よ う に 形 成 さ れ 、 イ ン サ ー ト 成 形 後 は 図 ６ （ ｃ ） 、 図 ７ （ ｃ ） に 示 す よ う に 形 成 さ
れ 、 図 ５ （ a） に 示 す よ う に 、 受 入 凹 部 ９ の 手 前 側 、 奥 側 に ３ 列 に 配 列 し て 底 板 部 ２ １ に
固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ コ ン タ ク ト ４ は 、 図 ２ （ a） 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 底 板 部 ２ １ に 埋 設 固 定 さ れ た 固
定 部 ４ １ と 、 こ の 固 定 部 ４ １ の 一 端 側 に 連 設 さ れ た 細 長 矩 形 片 状 の バ ネ 部 ４ ２ と 、 固 定 部
４ １ の 他 端 側 に 連 設 さ れ て 底 板 部 ２ １ の 手 前 側 （ 図 ５ （ a） で は 下 側 ） か ら 外 部 へ 突 出 す
る 接 続 部 ４ ３ と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 固 定 部 ４ １ は 、 図 ２ （ a） に 示 す よ う に 、 第 １ 固 定 部 ４ ６ と 、 こ の 第 １ 固 定 部 ４ ６ の 両
側 に ９ ０ 度 未 満 の 傾 斜 角 度 （ 例 え ば ４ ５ 度 ） で 連 設 さ れ て 底 板 部 ２ １ 内 に 埋 設 さ れ た 第 ２
固 定 部 ４ ７ 、 ４ ７ と を 具 備 し 、 全 体 と し て バ ネ 部 ４ ２ よ り 幅 広 （ 例 え ば ２ 倍 ） で あ っ て 、
平 面 視 で 略 正 方 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
　 第 １ 固 定 部 ４ ６ は 、 バ ネ 部 ４ ２ と 略 同 一 幅 で あ っ て 、 イ ン サ ー ト 成 形 後 に は 外 側 の 板 面
が 底 板 部 ２ １ の 外 面 と 同 一 面 と な っ て 露 出 し て い る 。
　 第 ２ 固 定 部 ４ ７ は 、 板 面 が 第 １ 固 定 部 ４ ６ と 略 平 行 な 平 行 部 ４ ８ と 、 こ の 平 行 部 ４ ８ と
第 １ 固 定 部 ４ ６ の 間 を ９ ０ 度 未 満 の 傾 斜 角 度 （ 例 え ば ４ ５ 度 ） を も っ て 連 結 す る 連 結 部 ４
９ と か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 バ ネ 部 ４ ２ は 、 固 定 部 ４ １ の 一 端 側 か ら Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ ０ の 挿 抜 方 向 へ 片 持 梁 状 に 連 設
さ れ て 貫 通 孔 ２ ５ に 変 位 可 能 に 収 容 さ れ る と と も に 先 端 側 を 受 入 凹 部 ９ 内 に 突 出 し て い る
。
　 バ ネ 部 ４ ２ の 先 端 側 に は 上 方 へ 湾 曲 し た 接 触 部 ４ ５ が 形 成 さ れ 、 こ の 接 触 部 ４ ５ と 、 バ
ネ 部 ４ ２ の 接 触 部 ４ ５ と の 連 結 部 分 の 一 部 に は 、 上 方 へ 膨 出 し た 補 強 ビ ー ド ５ １ が 形 成 さ
れ て い る 。
　 接 続 部 ４ ３ は 、 固 定 部 ４ １ の 他 端 側 に 連 設 さ れ て 底 板 部 ２ １ の 手 前 側 （ 図 ５ （ a） で は
下 側 ） へ 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 ２ コ ン タ ク ト ６ は 、 図 ２ （ a） 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 底 板 部 ２ １ に 埋 設 固 定 さ れ た 固
定 部 ６ １ 、 ６ ４ と 、 一 方 の 固 定 部 ６ １ の 一 端 側 に 連 設 さ れ た 細 長 矩 形 片 状 の バ ネ 部 ６ ２ と
、 他 方 の 固 定 部 ６ ４ の 一 端 側 に 連 設 さ れ て 底 板 部 ２ １ の 奥 側 （ 図 ５ （ a） で 上 側 ） か ら 外
部 の 突 出 す る 接 続 部 ６ ３ と 、 固 定 部 ６ １ と 固 定 部 ６ ４ の 他 端 側 間 を 連 結 す る 連 結 部 ７ ３ と
を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 固 定 部 ６ １ は 、 図 ２ （ a） 、 図 ７ に 示 す よ う に 第 １ 固 定 部 ６ ６ と 第 ２ 固 定 部 ６ ７ 、 ６ ７
と を 具 備 し 、 こ れ ら は 第 １ コ ン タ ク ト ４ の 固 定 部 ４ １ と 略 同 様 に 形 成 さ れ て い る 。
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　 第 ２ 固 定 部 ６ ７ は 、 平 行 部 ６ ８ と 連 結 部 ６ ９ を 具 備 し 、 こ れ ら は 第 ２ コ ン タ ク ト ６ の 第
２ 固 定 部 ４ ７ と 同 様 に 形 成 さ れ て い る 。
　 バ ネ 部 ６ ２ に は 、 第 １ コ ン タ ク ト ４ の 接 触 部 ４ ５ と 同 様 に 、 接 触 部 ６ ５ が 形 成 さ れ る と
と も に 、 補 強 ビ ー ド ７ １ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 固 定 部 ６ ４ は 、 図 ２ （ ｂ ） 、 図 ７ （ a） （ e） に 示 す よ う に 、 第 １ 固 定 部 ７ ６ と 、 こ の 第
１ 固 定 部 ７ ６ の 両 側 に ９ ０ 度 未 満 の 傾 斜 角 度 （ 例 え ば ４ ５ 度 ） を も っ て 連 設 さ れ た 第 ２ 固
定 部 ７ ７ 、 ７ ７ と を 具 備 し 、 全 体 と し て バ ネ 部 ６ ２ よ り 幅 広 （ 例 え ば ２ 倍 ） で あ っ て 平 面
視 で 略 長 方 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
　 第 １ 固 定 部 ７ ６ は 、 バ ネ 部 ６ ２ と 略 同 一 幅 で 挿 抜 方 向 の 長 さ が バ ネ 部 ６ ２ の 幅 よ り 若 干
短 い 矩 形 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 外 側 の 板 面 が 底 板 部 ２ １ の 外 面 と 同 一 面 と な っ て 露 出 し て い
る 。
　 第 ２ 固 定 部 ７ ７ は 、 板 面 が 第 １ 固 定 部 ７ ６ と 略 平 行 な 平 行 部 ７ ８ と 、 こ の 平 行 部 ７ ８ と
第 １ 固 定 部 ７ ６ の 間 を ９ ０ 度 未 満 の 傾 斜 角 度 （ 例 え ば ４ ５ 度 ） で 連 結 す る 連 結 部 ７ ９ と か
ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 バ ネ 部 ６ ２ は 、 固 定 部 ６ １ の 一 端 側 か ら Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ ０ の 挿 抜 方 向 に 片 持 梁 状 に 連 設
さ れ 、 貫 通 孔 ２ ６ に 変 形 可 能 に 収 容 さ れ る と と も に 、 先 端 側 を 受 入 凹 部 ９ 内 に 突 出 し て い
る 。
　 バ ネ 部 ６ ２ の 先 端 側 に は 、 補 強 ビ ー ト ７ １ で 補 強 さ れ た 接 触 部 ６ ５ が 形 成 さ れ 、 こ れ ら
は 第 １ コ ン タ ク ト ４ の バ ネ 部 ４ ２ と 同 様 に 形 成 さ れ て い る 。
　 接 続 部 ６ ３ は 、 固 定 部 ６ ４ の 一 端 側 に 連 設 さ れ て 底 板 部 ２ １ の 奥 側 （ 図 ５ （ a） で は 上
側 ） へ 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 連 結 部 ７ ３ は 、 図 ７ （ a） に 示 す よ う に 、 固 定 部 ６ ４ と 固 定 部 ６ １ の 他 端 側 を 連 結 す る
第 １ 連 結 部 ７ ４ と 第 ２ 連 結 部 ７ ５ と か ら な り 、 第 １ 連 結 部 ７ ４ は 略 ク ラ ン ク 形 状 に 形 成 さ
れ 、 第 ２ 連 結 部 ７ ５ は 略 「 つ 」 文 字 状 に 形 成 さ れ 、 こ れ ら は 底 板 部 ２ １ に 埋 設 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　  シ ー ル ド カ バ ー ８ は 、 厚 さ ｔ （ 例 え ば ｔ ＝ ０ ． １ ５ ｍ ｍ ） の 導 電 性 金 属 板 の 打 ち 抜 き
、 折 り 曲 げ 加 工 で 形 成 さ れ 、 図 ８ （ a） ～ （ ｃ ） に も 示 す よ う に 、 天 板 部 ８ １ と 、 こ の 天
板 部 ８ １ の 両 側 に 連 設 さ れ た 側 板 部 ８ ２ 、 ８ ２ と を 具 備 し て い る 。
　 側 板 部 ８ ２ 、 ８ ２ に は 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ ２ の  係 止 突 起 ２ ７ ， ２ ７ 、 ２ ７ ， ２ ７ に 係 合
、  係 止 す る 係 合 孔 ８ ３ ， ８ ３ 、 ８ ３ ， ８ ３ が 形 成 さ れ 、 そ の 先 端 部 に は 、 外 側 へ 垂 直 に
突 設 さ れ た 舌 片 状 の 接 続 部 ８ ５ ， ８ ６ 、 ８ ５ ， ８ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
　 天 板 部 ８ １ の 奥 側 に は 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ ２ の 係 合 孔 ２ ８ 、 ２ ８ に 係 合 、  係 止 す る 舌 片
状 の 係 合 突 片 ８ ７ ， ８ ７ が 、 下 側 へ 垂 直 に 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 述 の よ う に し て 形 成 さ れ た カ ー ド コ ネ ク タ １ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 プ リ ン ト 配 線 基
板 １ ０ の 所 定 位 置 に 載 置 さ れ 、 第 １ コ ン タ ク ト ４ ～ ４ の 接 続 部 ４ ３ ～ ４ ３ 、 第 ２ コ ン タ ク
ト ６ ～ ６ の 接 続 部 ６ ３ ～ ６ ３ は 、 そ れ ぞ れ 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 １ ０ の 対 応 す る 接 続 パ ッ ド
９ １ ～ ９ １ 、 ９ ２ ～ ９ ２ に 半 田 接 続 さ れ 、 シ ー ル ド カ バ ー ８ の 接 続 部 ８ ５ ， ８ ６ 、 ８ ５ ，
８ ６ が プ リ ン ト 配 線 基 板 １ ０ の 対 応 す る 接 続 パ ッ ド ９ ３ ， ９ ４ 、 ９ ３ ， ９ ４ に 半 田 接 続 さ
れ 、 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
　 図 ９ に お い て 、 ハ ッ チ ン グ を 付 し た 領 域 ９ ６ は 、 パ タ ー ン 禁 止 領 域 を 表 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 つ ぎ に 、 上 述 の よ う に 形 成 さ れ た カ ー ド コ ネ ク タ １ に お け る 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ ２ に よ る
第 １ コ ン タ ク ト ４ 、 第 ２ コ ン タ ク ト ６ の 固 定 強 度 に つ い て 、 図 １ （ ｃ ） （ ｄ ） 、 図 ２ （ a
） （ ｂ ） 及 び 図 １ ４ を 併 用 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 （ １ ） 第 １ コ ン タ ク ト ４ の 固 定 部 ４ １ が 図 １ （ ｃ ） 及 び 図 ２ （ a） に 示 す よ う に 、 第 １
固 定 部 ４ ６ と 第 ２ 固 定 部 ４ ７ 、 ４ ７ で 形 成 さ れ 、 第 ２ 固 定 部 ４ ７ が 、 第 １ 固 定 部 ４ ６ と 平
行 な 平 行 部 ４ ８ と 、 こ の 平 行 部 ４ ８ と 第 １ 固 定 部 ４ ６ の 間 を ９ ０ 度 未 満 の 傾 斜 角 度 を も っ
て 連 結 す る 連 結 部 ４ ９ と で 形 成 さ れ て 底 板 部 ２ １ に 埋 設 さ れ て い る の で 、 底 板 部 ２ １ に よ
っ て 第 １ コ ン タ ク ト ４ の 固 定 部 ４ １ を 固 定 す る ハ ウ ジ ン グ 樹 脂 量 を 図 １ ４ の 場 合 よ り 多 く
し て 固 定 強 度 を 強 く す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ ０ の 挿 入 時 に バ ネ 部 ４
２ に 作 用 す る 外 力 Ｆ や 、 こ の 外 力 Ｆ 以 外 の 外 力 に 対 し て 固 定 強 度 を 強 く す る こ と が で き る
。 こ の た め 、 第 １ コ ン タ ク ト ４ の 固 定 強 度 を 弱 め る こ と な く 、 底 板 部 ２ １ の 厚 さ ｔ ２ を 薄
く （ 例 え ば ｔ ２ ＝ ０ ． ４ ｍ ｍ ） し て カ ー ド コ ネ ク タ １ の 薄 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ ２ ） 第 ２ コ ン タ ク ト ６ の 固 定 部 ６ １ に つ い て も 、 第 １ コ ン タ ク ト ４ の 固 定 部 ４ １ の 場
合 と 同 様 に 、 そ の 固 定 部 ６ １ の 固 定 強 度 を 図 １ ４ の 場 合 よ り 強 く す る こ と が で き る 。 す な
わ ち 、 第 ２ コ ン タ ク ト ６ の 固 定 強 度 を 弱 く す る こ と な く 、 底 板 部 ２ １ の 厚 さ ｔ ２ を 薄 く （
例 え ば ｔ ２ ＝ ０ ． ４ ｍ ｍ ） し て カ ー ド コ ネ ク タ １ の 薄 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
　 ま た 、 第 ２ コ ン タ ク ト ６ の 固 定 部 ６ ４ に つ い て
は 、 図 １ （ ｄ ） 及 び 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 固 定 部 ６ ４ が 第 １ 固 定 部 ７ ６ と 第 ２ 固 定 部
７ ７ 、 ７ ７ で 形 成 さ れ 、 第 ２ 固 定 部 ７ ７ が 第 １ 固 定 部 ７ ６ と 平 行 な 平 行 部 ７ ８ と こ の 平 行
部 ７ ８ と ９ ０ 度 未 満 の 傾 斜 角 度 で 連 結 さ れ た 連 結 部 ７ ９ と で 形 成 さ れ 、 底 板 部 ２ １ に 埋 設
さ れ て い る の で 、 底 板 部 ２ １ に よ っ て 固 定 部 ６ ４ を 固 定 す る ハ ウ ジ ン グ 樹 脂 量 を 図 １ ４ の
場 合 よ り 多 く し て 固 定 強 度 を 強 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 実 施 例 で は 、 コ ン タ ク ト の 第 １ 固 定 部 は 、 一 側 の 板 面 が 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ の ベ ー ス 部
（ 底 板 部 ） の 外 面 側 に 露 出 す る よ う に 形 成 し て 、 受 入 凹 部 内 に 挿 入 さ れ た Ｉ Ｃ カ ー ド の 接
触 部 （ 電 極 部 ） と の 電 気 的 な 接 続 が 生 じ る お そ れ を 少 な く し た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、
本 発 明 は 、 こ れ に 限 る も の で な く 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 第 １ コ ン タ ク ト ４ 、 第 ２ コ ン タ
ク ト ６ の 第 １ 固 定 部 ４ ６ 、 ６ ６ の 一 側 の 板 面 が 、 底 板 部 ２ １ の 内 面 側 （ 受 入 凹 部 ９ 側 ） に
露 出 す る よ う に 形 成 し た 場 合 に つ い て も 利 用 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 図 ９ に 示 し た
プ リ ン ト 配 線 基 板 １ ０ 上 の パ タ ー ン 禁 止 領 域 ９ ６ に パ タ ー ン を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 前 記 実 施 例 で は 、 第 ２ 固 定 部 が 、 第 １ 固 定 部 と 略 平 行 な 平 行 部 と 、 こ の 平 行 部 と 第 １ 固
定 部 の 間 を 傾 斜 角 度 ４ ５ 度 （ 折 り 曲 げ 角 度 ４ ５ 度 ） を も っ て 連 結 す る 連 結 部 と で 形 成 さ れ
て い る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 る も の で な く 、 第 ２ 固 定 部 が 第 １ 固 定
部 の 両 側 に 折 り 曲 げ で 連 設 さ れ て 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ 内 に 埋 設 さ れ 、 コ ン タ ク ト の 固 定 部 が 全
体 と し て バ ネ 部 よ り 幅 広 に 形 成 さ れ て い る 場 合 に つ い て 利 用 す る こ と が で き る 。
　 例 え ば 、 コ ン タ ク ト の 固 定 部 が 、 第 １ 固 定 部 と 、 こ の 第 １ 固 定 部 の 両 側 に 段 差 を も っ て
連 設 さ れ て 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ 内 に 埋 設 さ れ た 第 ２ 固 定 部 と を 具 備 し 、 全 体 と し て バ ネ 部 よ り
幅 広 に 形 成 さ れ て い る 場 合 に つ い て も 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
 　 前 記 実 施 例 で は 、 接 続 対 象 を Ｉ Ｃ カ ー ド と し た カ ー ド コ ネ ク タ の 場 合 に つ い て 説 明 し
た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 る も の で な く 、 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ と 、 こ の 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ に 固 定 さ
れ た 複 数 の コ ン タ ク ト と を 具 備 し 、 少 な く と も コ ン タ ク ト の 固 定 部 が 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ と と
も に イ ン サ ー ト 成 形 で 形 成 さ れ た コ ネ ク タ （ 例 え ば IFコ ネ ク タ ） に 利 用 す る こ と が で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す も の で 、 （ a） は カ ー ド コ ネ ク タ １ の 上 下 を 反 転 し た 底
面 図 、 （ ｂ ） は （ a） を 手 前 側 か ら 見 た 図 、 （ ｃ ） は （ a） の Aー A線 拡 大 断 面 図 、 （ ｄ ） は
（ a） の Bー B線 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ 中 の イ 、 ロ 、 ハ 部 分 の 要 部 拡 大 斜 視 図 を 示 す も の で 、 （ a） は イ 、 ロ 部 分 を
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示 す 図 、 （ ｂ ） は ハ 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の カ ー ド コ ネ ク タ １ を 示 す も の で 、 （ a） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 図 ３ の カ ー ド コ ネ ク タ １ を 示 す も の で 、 （ a） は 図 ３ （ a） の 右 側 面 図 、 （ ｂ ） は
図 ３ （ a） の Ａ － Ａ 線 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 イ ン サ ー ト 成 形 で 形 成 さ れ た 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ ２ 及 び コ ン タ ク ト ４ ～ ４ 、 ６ ～ ６ を
示 す も の で 、 （ a） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 コ ン タ ク ト ４ の 拡 大 図 を 示 す も の で 、 （ a） は イ ン サ ー ト 成 形 前 の 平 面 図 、 （ ｂ
） は イ ン サ ー ト 成 形 前 の 正 面 図 、 （ ｃ ） は イ ン サ ー ト 成 形 後 の 正 面 図 、 （ ｄ ） は （ ｂ ） の
Aー A線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 コ ン タ ク ト ６ の 拡 大 図 を 示 す も の で 、 （ a） は イ ン サ ー ト 成 形 前 の 平 面 図 、 （ ｂ
） は イ ン サ ー ト 成 形 前 の 正 面 図 、 （ ｃ ） は イ ン サ ー ト 成 形 後 の 正 面 図 、 （ ｄ ） は （ ｂ ） の
Aー A線 断 面 図 、 （ e） は （ ｂ ） の Bー B線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 シ ー ル ド カ バ ー ８ を 示 す も の で 、 （ a） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は （ a） の 右 側 面 図 、 （
ｃ ） は 正 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 カ ー ド コ ネ ク タ １ を 実 装 す る プ リ ン ト 配 線 基 板 １ ０ を 示 す 要 部 平 面 図 あ る 。
【 図 １ ０ 】 他 の 実 施 例 を 示 す 要 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の Aー A線 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ の Bー B線 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 従 来 例 の 考 え で 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ １ ４ ０ の ベ ー ス 部 １ ４ １ の 厚 さ ｔ ２ を 薄 く す る
た め の 構 成 例 を 示 す 要 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ … カ ー ド コ ネ ク タ
　 ２ … 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ
　 ２ １ … 底 板 部 （ ベ ー ス 部 の 一 例 ）
　 ４ … 第 １ コ ン タ ク ト
　 ４ １ … 固 定 部
　 ４ ２ … ば ね 部
　 ４ ５ … 接 触 部
　 ４ ６ … 第 １ 固 定 部
　 ４ ７ … 第 ２ 固 定 部
　 ４ ８ … 平 行 部 　
　 ４ ９ … 連 結 部
　 ６ … 第 ２ コ ン タ ク ト
　 ６ １ … 固 定 部
　 ６ ２ … ば ね 部
　 ６ ５ … 接 触 部
　 ６ ６ … 第 １ 固 定 部
　 ６ ７ … 第 ２ 固 定 部
　 ６ ８ … 平 行 部
　 ６ ９ … 連 結 部
　 ８ …  シ ー ル ド カ バ ー
　 ９ … 受 入 凹 部
　 １ ０ … プ リ ン ト 配 線 基 板
　 １ ０ ０ … Ｉ Ｃ カ ー ド
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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